
主 催 企画協力公益財団法人東京都歴史文化財団 東京文化会館 東京オーケストラ事業協同組合

江東区は、東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団および東京シティ・バレエ団と芸術提携を結び、音楽・舞踊を通じて区における芸術文化の振興や普及、区民の自主的な創造的文化活動の育成・発展に寄与するため共に協力しています。

15:00開演〈14:15開場〉

20258 9
ティアラこうとうチケットサービス

チケット申し込み前売開始

3,500円 2,500円
ティアラ友の会
全席指定

江東区民
学生（高校生まで）

5/10（土）10:00～チケット料金

9:00～21:00、毎月第1・3月曜日休館（祝日除く）
https://www.kcf.or.jp/tiara/

03-5624-3333

チケット申し込みQRコード▶

S席 A席

3,200円 2,300円S席 A席

3,300円 2,400円S席 A席

1,500円全席

フレッシュ名曲コンサート

管弦楽 東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

土

14:30 大ホール舞台上にて
開演までの間、東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団メンバー
によるプレ・コンサートをお楽しみください。

プレ・コンサート
開催！

ブラームスとドヴォルザーク。二人は生涯にわたり友情を育み、
互いに尊敬しあい影響を与え合いました。
その二人の作曲家の名曲を新進気鋭の指揮者米田覚士と
ミュンヘン国際音楽コンクール優勝の若き巨匠佐藤晴真の演奏で
お届けいたします！

指揮

チェロ

©Seiichi Saito
佐藤 晴真

米田 覚士



指揮

東京藝術大学音楽学部指揮科卒業。
平成30年度安宅賞 受賞。指揮法を小田野宏之、高関健、ピアノを長瀬
賢弘の各氏に師事。
2017年6月に東京音楽大学特別講座指揮公開マスタークラスのオー
ディションに選出され、パーヴォ・ヤルヴィ氏のレッスンを受講。同年8月
に熊本県立劇場にて山田和樹氏による公開講座を受講。
2021年10月、第19回東京国際音楽コンクール<指揮>に入選（日本人
最高位）・奨励賞受賞。
以降、ＮＨＫ交響楽団、札幌交響楽団、群馬交響楽団、新日本フィルハー
モニー交響楽団、東京都交響楽団、読売日本交響楽団、パシフィック
フィルハーモニア東京、愛知室内オーケストラ、富士山静岡交響楽団、
大阪交響楽団、岡山フィルハーモニック管弦楽団、東京混声合唱団など
を指揮。

その世代で最も注目を集める気鋭のチェロ奏者。 2019年、長い伝統と
権威を誇るミュンヘン国際音楽コンクール チェロ部門において日本人
として初めて優勝して、一躍国際的に注目を集めた。18年には、ルトスワ
フスキ国際チェロ・コンクールにおいて第1位および特別賞を受賞してい
る。ほかにも泉の森ジュニア チェロ・コンクール金賞、全日本学生音楽コ
ンクール第1位および日本放送協会賞、日本音楽コンクール第1位および
徳永賞・黒柳賞、ドメニコ・ガブリエリ・チェロコンクール第1位、アリオン
桐朋音楽賞など、多数の受賞歴を誇る。
18年、ワルシャワにて「ショパンと彼のヨーロッパ国際音楽祭」に出演。
19年には、本格デビューとなるリサイタル公演を行う。以降、エッシェン
バッハ指揮ベルリン・コンツェルトハウス管弦楽団、ポペルカ指揮プラハ
放送交響楽団、バイエルン放送交響楽団をはじめ、国内外の主要オーケ
ストラと共演を重ねており、リサイタルや室内楽にも積極的に取り組ん
でいる。江副記念リクルート財団第52回奨学生。

1975年設立。現在、常任指揮者に高関健、首席客演指揮者に藤岡幸夫
を擁し、定期演奏会のほかオペラ、バレエ、テレビ出演、ＣＤ録音までそ
の活動は多岐にわたる。1994年から東京都江東区と芸術提携を結び、
ティアラこうとうを主な拠点として定期演奏会をはじめ各種コンサート
や区内小学校へのアウトリーチ活動など地域に根ざした音楽文化の振
興を目的に幅広い活動を行っている。2021年5月には桂冠名誉指揮者
飯守泰次郎の傘寿記念として「ニーベルングの指環」ハイライト特別演
奏会（演奏会形式）を開催。コロナ禍での開催ながら、海外から世界最
高峰のワーグナー歌手陣を招き大成功を収め、2022年8月に第30回三
菱UFJ信託音楽賞を受賞。

チェロ佐藤 晴真

管弦楽東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団
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